
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologloal 　Soolety 　 of 　Japan

D401

　日平均の地表面熱収支計算におけ るバ ル ク輸送係数に 関する検討

＊

桑形恒男 （農 業環境 技術研究所 ）， 濱嵜孝弘 （北海道農業研究セ ンタ
ー ）

1．は じめに

　種々の 地表面 に おける熱収支の 評価や 地面温度

の 決定 におい て ，顕熱 および 潜熱輸送 に関す るバ

ル ク輸送 係数は 最 も重 要なパ ラ メータの 1 つ で あ

る．大気
一地表面間の 顕熱輸送量 H は ， 以下の バ

ル ク式に よ っ て 表す こ とがで きる．

H 　＝ 　CpρCHU （T、
　− T ） （1）

こ こ で ，OH は顕熱輸送 に関するバ ル ク輸送係数，

u は 風速，Tsは地表面温度，　 T は気温，％ は大気

の定 圧比熱，ρは大気密度で ある ．潜熱輸送に 関し

て も，同様な バル ク 式が 定義され る ．顕熱と潜熱

輸送 に対 す るバ ル ク式 を地表面 の 熱 収支 式 と連立

させ る こ とに よ り，顕熱と潜熱，地表面温度を求め

る ことが 可能で あ り， 地 表面熱収 支や 地 表面温 度

の 評価法 と して ，
一般的に利 用 され て い る ．

　バル ク輸送係数は，モ ニ ン オブコ フ相似則 （MO
則 ）に 基づ き ，地表面 の 粗 度と大気安定度の 関数

として 求め る こ とがで き る．1時間平均程度の 気 象

デ
ー

タを用 いて 地表面熱収支の計算を行 う場合，こ

の よ うな方法で 求 めた バ ル ク 輸送係数は有効 で あ

るが ， 日平均気象データを用 い る場合 ， 熱収支式

の 非線形 性の 影響を受 け る 可能性が あ る ．本研究

で は ， その よ うな場合 にお けるバ ル ク輸送係数の

適用性に つ い て 検討した ．

2．結果

　 1997 年 7 月 8 日〜8 月 27 日に 東北農業研究セ ン

ターの 浅い 水面 （水深 7cm 前後 の イネを植えて い

な い 水 田 ）で 取得され たデ
ー

タ を用 い て ，バ ル ク

輸送係数 の適 用性 を検 討 した．解析で は ，顕熱 と

潜熱輸送 に 関す る バ ル ク輸送係 数は等 し い と仮定

し，熱収支式 におけ る地 中伝 導熱項 は無 視 した．

　 日平均気象データを入 力値 とした場合 ， MO 則 に

基づ いて 計算され るバル ク 輸送係数は ，水温 （水面

温度 ）の 実測値か ら逆算したバ ル ク 輸送係数よ り小

さ い （図 1 ）．そ の ため ，MO 則に基づ くバル ク輸

送係数 を熱 収支式 に適用して 日 平均水温 を計算す
る と，実測値よ り 1〜2℃ 過大評価となる （図 3 ）．

　熱収支式の 非線形性は ， 日中と夜間の 気象要素の

コ ン トラ ス トに 起因し て い る．そ こ で
， 日中 （9−21

時）と夜間 （0−9，
21−24時）の 平均気象データにそ れ

ぞれ MO 則 に 基づ い た熱収支式 を適用 し
， 日 中と

夜間の 水温の 計算値 を 平均化 し て 日平均 水温 を求

めた結果 ，実測値 と O．5 ℃ 以 内の 精度 で
一致 した

（図 3 ）．た だ し こ こ で は ， 日中な らび 夜間の平 均

地 中伝導 熱が そ れぞれ ゼ ロ に 近 くな る よ うに 時間

区分 を設 定す る必要が ある ．MO 則 に基づ く 日中

と夜間の バ ル ク輸送係 数を 図 2 に 示すが ，こ の 場

合 に も ，水温 の 実測値か ら逆算した 日平均熱収支

に 対 す るバル ク 輸送 係数よ り小 さな値 となる ．

3．ま と め

　以上の よ うに ， 日平均熱収支式 に MO 則に 基づ

くバ ル ク輸送 係数 を適用す る場含 ，非線形性の 影

響で 熱収支や地 表面温度の 計算結果 の誤 差が 大 き

くな る事が あ り，状況に応 じた工 夫が必要で あ る．
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図 1 ： 日 平均気象デー
タよ り MO 則に基づい て 計算され

るバ ル ク輸送係数 （白丸）， な らび水 温 の実測値か ら逆

算した 日平均熱収支に 対するバ ル ク輸送係数 （× 印 ）．
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図 2 ： 日中と夜間の 平 均気象デー
タよ り MO 則に基づ い

て 計算され る バル ク輸送係数 （日中：白丸 ， 夜間：黒丸）．
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図 3 ： 水温 の 計算 値 と観測 結果と の 比 較．破線 ： 日平均

熱 収支式 を適用，実線 ：日中と夜間に分 け て 熱収 支式を

適用．い ずれ も，MO 則 に 基づ くバ ル ク係数を使用 ．
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